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ⅱ．2016 年度第 2回プログラム開発委員会 

 
日時：2017 年 3 月 1 日（水）午後 1 時～3 時 
場所：京都大学国際科学イノベーション棟会議室５ab 
 
出席者： 
委員長 京都大学経営管理大学院 教授 若林 直樹 
外部委員 がんこフードサービス株式会社 取締役副社長 

立命館大学 客員教授 
新村 猛 

外部委員 株式会社サイバーエージェント 人事本部採用育成部シニアマネージャー 小澤 政夫 
外部委員 株式会社チームクールジャパン 代表取締役兼代表パートナー 古我 知史 
外部委員 大阪市立大学大学院経営学研究科 准教授 山田 仁一郎 
外部委員 サービス産業生産性協議会 事務局長  湯浅 勝浩 
内部委員 京都大学経営管理大学院 教授 原 良憲 
内部委員 京都大学経営管理大学院 特定准教授 前川 佳一 
内部委員 京都大学経営管理大学院 特定助教 平本 毅 
事務局他 京都大学学術研究支援室 シニア・リサーチ・アドミニストレーター 小川 正昭 
事務局他 京都大学経営管理大学院 若林研究室 市川 みどり 
事務局他 京都大学経営管理大学院 企画室 佐野 具子 
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議事録： 
Ⅰ．議題 
 
Ａ．議事次第 
Ⅰ. 議題 
１． ２０１６年度事業の報告 
（１）募集と受講者選定（資料１－１、２） 
（２）講座実施（資料２） 
（３）履修状況（資料２） 
（４）受講者の評価（資料３） 
２．２０１７年度事業の実施について 
（１）2017 年度からの事業概要（資料 4） 
（２）実施概要 
（３）各科目の展開予定（資料５） 
 １）サービス経営論 
 ２）サービス産業事例分析 
３）新規サービスブランド開発ワークショップ 
４）ツーリズム産業論（資料６） 
３．基本テキストの出版について（資料７） 
 
Ⅱ．その他 
 
Ｂ．議事 
１． ２０１６年度事業の報告 
（１）2016 年度事業実施について 
事業実施成果報告書概要（案）が配布され、若林教授から、2016 年度授業概要について報

告があった。 
・33 名の応募の中から 20 名の受講を認めた（社名など）。 
・2016 年 10 月 1 日（土）に開講式と「新規サービスブランド開発ワークショップ 1 回目」

を行った。 
・3 か月の受講期間を経て、2017 年 1 月 7 日（土）、ワークショップ最終日のチーム発表・

表彰と、修了式では 16 名に履修賞授与したことが報告された。また、履修期間最終日まで

には、全員が履修を完了した。 
・講義の出席について、各回 85~100％と高い出席率となった。 
・20 名の受講者のうち、２名が経営管理大学院入学を希望し、さらに応募者の中から 1 名、

本講義を受講した京都市観光講座受講生から 1 名、合計 4 名が大学院入学予定であること
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が報告された。 
・各回の満足度が報告され、5 点満点中「サービス経営論」は平均 3.7 点、「サービス産業

事例分析」は平均 4.1 点といずれも受講生の評価が高いことが報告された。 
 
 産業側委員から、まずワークショップ担当の株式会社チームクールジャパン 代表取締

役古我氏などから 2 年目ということで、昨年の経験を踏まえて今年度の開講スケジュール

や受講生の選定がよかったことが、出席率の高さ・全員履修完了・受講者の大学院入学につ

ながったのではとの意見があった。内容からは受講料を上げることも今後必要ではとの意

見もあった。 
 がんこフードサービス株式会社 取締役副社長新村氏から、実践と理論のバランスが良

かったとの意見があった。 
 
２．2017 年度事業の課題と展開について 
・Ｅラーニングサイトの運営課題 
若林教授から、E ラーニングサイトのサーバーが不安定だったために、年末年始のアクセス

ができなくなるなどの問題があったことから、サーバーを見直して欠席者の補講がしやす

いように改善が必要との報告があった。 
・新村氏・大阪市立大学大学院 教授山田氏・サービス産業生産性協議会 課長湯浅氏から、

E ラーニングサイトは、欠席者のためだけではなく、講義参加者も再度 E ラーニングで受

講することにより、理解が深まるので重要との意見があった。 
・サービス産業事例分析の改善 
また、講義については受講生からの意見で、ディスカッションの時間を増やして受け身だけ

ではない講義スタイルも取り入れたいとの意見があった。 
・受講生交流の促進 
サイバーエージェント株式会社 人事本部シニアマネージャー小澤氏からは、卒業生の交

流についての確認があり、FB で受講生同士の交流はあるが、「履修を完了してどのように

仕事に変化があったか？」「受講生のつながりをどのように生かせているか」「卒業後も希望

者には講義参加を可能とする」などの、受講完了後の対応も必要ではとの意見があった。 
・ＭＢＡ本科へのプロモーション事業 
今年度までと同様に、社会人学生へのプロモーションとして大学院への進学希望者の入門

コースとして位置付ける。若林教授から資料 4 に基づき、２つのコース設定（演習の有無・

定員・受講料）の提案があり、次回のプログラム開発委員会と 7 月上旬開催予定の産学連携

事業推進委員会での確認後、7 月下旬から受講生募集開始、10 月開講、1 月履修証授与のス

ケジュールが報告された。 
・交流クラブ（仮称）の開設検討 
本事業に関心のある団体・企業・個人を登録し優先的な受講やセミナーなどの案内を行うこ
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とを検討することとした。 
・新規サービスブランド開発ワークショップの改称 
若林教授から、資料５に基づき、来年度の授業展開と各科目の概要について説明があった。

基本的には 2016 年度と同様であるが、３）の演習については「サービス新規事業開発」と

タイトルを変更する予定。 
・当日の議論 
若林教授からの来年度の事業概要についての報告を受け、「企業からの派遣や民間企業とコ

ラボすることで受講生を集めたり、受講料を上げていっては」（古我氏）「今まで収録したビ

デオ教材を活用しつつ、現在の講義スタイルで進めてては」（山田氏）「講義場所について、

京都駅前だけでなく京都大学で行うのもいいのでは」（湯浅氏） 
 
３．基本テキストの出版について 
・資料７の通り、原稿締め切りを 2017 年 8 月末日とするが、執筆者個々に若林教授と内容

確認をしながら進めていく。詳細について、改めて連絡する。 
 
４．その他 
・次回の委員会は、2017 年 5 月～6 月に開催予定。 

以上 
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 【資料１】 

文部科学省 

「高度人材養成のための社会人学び直し 

大学院プログラム」 

事業選定 

 

京都大学サービス 

ＭＢＡ入門プログラム事業 

２０１６年度 

事業実施成果報告 

概要（案） 

 

２０１７年２月 

 

京都大学経営管理大学院 
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Ⅰ．本事業の概要 

１．概要 

 京都大学経営管理大学院は、文部科学省の社会人学び直し事業の採択を受けて、関西地方

の現役社会人を対象にして、夜間・週末を主としたサービス経営に関わる社会人講座を JR

京都駅前や京都大学などを２０１６年１０月－１月初めまで４ヶ月集中で展開しました。

２０１６年度は、受講生やその派遣企業より高い評価を受けました。 

この講座は、日本経済の主要部分を担うサービスの経営、マーケティング、デザイン、組

織運営、生産性などについての経営セオリーとその優秀ビジネスケースを学ぶことで、サー

ビスの価値を高めるマネジメントの基本を学ぶこ

とを狙いとします。これを通じて、サービス経営の

特性とやり方を理解する上で、基礎となる経営理論

のコンセプト、事業開発手法、IT活用などについて

学び、サービスやツーリズム産業における先進事例

を実務からから学びます。これを通じて、サービス

経営に関わる次世代経営者や管理者の経営管理能力の基礎を養う研修プログラムです。 

本プログラムは、京都大学経営管理大学院で、サービス経営学に関する入門科目を受講する

ことにより、大学独自の履修証を授与する履修証授与プログラムです（ただし、大学院科目

としての単位認定は行いません）。詳しくは、HP: http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/smba/を

ご覧ください。 

 

２．この講座の学習内容と学習環境特徴 

①サービス経営の基本セオリーを学ぶ 

②実務家との対話で先進ビジネスモデルを学ぶ 

③チーム学習で新規サービス事業の計画立案を実践する 

④観光ビジネスの最先端とそのイノベーションを学ぶ（選択者のみ） 

  

図表１ 京都大学サービス MBA入門プログラムにおける開講科目一覧 
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３．その特徴：社会人に学びやすい環境 

①主要講義の JR 京都駅前での夜間開講や、 

土曜日開講 

②ｅラーニングによる学習支援 

③ビジネスケースを多用した学習 

 

４．開発する能力 

 本プログラムでは、大きく次の 4つの能力の開発機会をつくることをめざしています。 

 

（１）サービス経営管理能力 

 「サービス経営学」の基礎を学び、次の３つの経営管理能力の基礎を身につけます。 

①新規事業企画基礎能力：サービスにおける新規事業戦略を企画するプロセスを理解す

る能力の基礎。 

②マーケティング基礎能力：マーケティング活動のプロセスを 理解し、ニーズを理解 

し、新たな顧客経験をデザインする能力の基礎。 

③IT活用基本能力：サービス・マネジメント理論を理解した上で、最新サービス経営 

への IT 導入事例を学習し、その競争力・生産性向上への効果を理解する能力の基礎。  

（２）先進事例分析基本能力 

ケース・メソッドに基づく「サービス産業事例分析」の授業を通じて、先進的なビジネス

事例の収集と分析をする能力の基本を学び、生産性を高める先進事例を研究します。 

（３）新規サービス事業開発基本能力 

新規のサービスブランド企画を実習ケースにして、異業種チームで新規のサービス事業

企画を作成するプロセスを体験します。そして、新規事業開発プロセスを理解する基本的能

力の習得を目指します。 

（４）ツーリズム産業革新基礎能力 

 希望の受講生に対しては、ツーリズム産業における先進事例を学習し、そのサービス・イ

ノベーションの特質について理解する基礎能力を身につけます。 

 

 

  

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjYhM-khpXOAhUGsJQKHfn2CdkQjRwIBw&url=http://search.live.com/images/results.aspx?q%3D%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B6%E4%BA%AC%E9%83%BD%26go%3D%26scope%3Dimages&psig=AFQjCNG55ArRNAAGyQwnlOrql1erO1IBMA&ust=1469757106316624
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Ⅲ．産学連携での実施体制 

本プログラムでは、京都大学経営管理大学院サービス価値創造プログラムの持つ「サービ

ス経営」に関する基本カリキュラムを産学連携で高度化、実践化する形で展開しました。①

サービス産業に関わる地域や全国の経済団体、主要企業からなる「京都大学サービスＭＢＡ

入門プログラム産学連携事業推進委員会（「協議の場」：以下略称「事業推進委員会」）」によ

る評価・改善・指導・実施支援を受けて、②学内外の産学連携の教育担当者により構成され

カリキュラム開発をする「プログラム開発委員会」において授業カリキュラムを企画・立案

して、それを③京都大学経営管理大学院サービス価値創造プログラムのプログラム事務局

において、２０１５－２０１６年に実施しました。 

 

（１）産学連携事業推進委員会（「協議の場」）の役割 

 事業推進委員会は、①カリキュラムの評価・改善、②プログラムの会員等への推奨、③

カリキュラムにおける科目内容・教材開発の支援、④新規事業開発実習機会の提供（特にサ

イバーエージェント社からその提供）の４つの役割を果たしました。関西経済連合会、大阪

商工会議所、京都商工会議所の代表企業、日本小売業協会、日本観光振興協会、サービス産

業生産性協議会の担当者および株式会社サイバーエージェント等から成る産学関係者かな

ります。参加メンバーは下記のようになります。 

 

がんこフードサービス株式会社 

三和実業株式会社 

株式会社京阪流通システムズ 

学校法人大和学園 

日本小売業協会 

日本観光振興協会 

サービス産業生産性協議会 

株式会社サイバーエージェント 

 

（２）プログラム推進委員会の役割 

 産学連携のプログラム開発委員会が実施カリキュラムを作成、改善、実施しました。この

委員会は、京都大学経営管理大学院教員を初めとして、サービス産業生産性協議会、サイバ

ーエージェント、チームクールジャパン等の産業界関係者が実践的な教育プログラムを提

案し、学外からは大阪市立大学、龍谷大学等のベンチャー論の専門家も参加しました。 

 

①プログラム実施体制の企画立案、実施、調整 

②各科目での授業内容の企画、教材の開発、実施 

③各科目での受講成績の評価判定、履修証授与 
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④プログラムの実施状況の報告と改善実施 

 

（３）産学の協力 

 産学の協力で下記のことを進めております。 

 

１）プログラム、カリキュラムの企画立案 

２）受講者の募集、選定 

３）カリキュラム実施、報告 

４）ケース教材開発 

５）新規事業開発実習機会提供 

 

（４）プログラム実施主体としての京都大学経営管理大学院 

 京都大学経営管理大学院では、本プログラム事務局を設置して、サービス経営に関わる社

会人に対する公開講座として、１年に１回３ヶ月（基本コース）を展開しました。上記の二

つの委員会の開催、ＦＤ活動の実施、教材の開発と管理、改善、受講者の募集、受入、授業

実施、履修支援、履修評価、履修証発行を行うと共に、本プログラムの広報活動も実施しま

した。 

 

Ⅳ．２０１６年度の事業実施の概要 

 ２０１６年度は、２０１４年度事業で作成した社会学び直し大学院教育プログラムとし

ての社会人講座の基本カリキュラム、4科目の授業内容及び開講方針について、産学連携の

元での改善を行いつつ、第 1回の講座開講と、その授業実施、履修認定、事業評価を行いま

した。 

 事業としては、次の６.つの活動を実施しました。 

 

（１）事業推進委員会、プログラム開発委員会における産学連携の元での授業やカリキュラ

ムの評価と改善活動。 

 

（２）社会人講座の授業の開講と実施 

 ２０１６年１0 月 1 日より２０１７年１月７日まで、第２期の社会人講座を開講しまし

た。講義系科目として、サービス経営論、サービス産業事例分析、ツーリズム産業論（観光

系科目：選択）の３科目、演習系科目として新規サービスブランド開発ワークショップを開

講しました。 

 

（３）社会人講座の受講者募集、選定、受講管理、履修確認 

 ⅰ．受講者募集、選定 
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 第２期の社会人講座について、２０１６年７月に受講者の募集を行い、合計３３名の応募

があった。受入能力の関係から、当初に予告しました下記４条件で受講者について、検討を

行い、面接を実施の上、２０名の受講者を決定し、９月中に通知を行った。そして、全員が

受講手続きを完了しました。 

 

①後援団体である関西経済連合会、大阪商工会議所、京都商工会議所、日本小売業協会、公

益社団法人日本観光振興協会などの各団体の会員企業・団体の社員、職員を優先。 

②通学の関係から、関西地方およびその近辺に在住の者を優先。 

③将来的に京都大学大学院経営管理教育部（専門職学位課程）経営管理専攻サービス価値創

造プログラムへの入学希望者を優先するために、入学に必要な英語能力を持つ者を優先。 

④サービス分野の次世代の経営者、管理職を担う若い世代を優先。 

 

 なお、２０１６年度は、下記の１７社２０名が参加されましました。 

 

＜２０１６年度社会人受講者所属企業一覧＞ 

 

京阪ホールディングス株式会社 

株式会社ライフコーポレーション 

株式会社大丸松坂屋百貨店 

株式会社高島屋 

株式会社ジェイアール西日本伊勢丹 

京都ブライトンホテル株式会社 

有限会社御料理味舌 

株式会社 56 設計舎 

京阪ホテルズ＆リゾーツ株式会社 

富士通株式会社 

イオンモール株式会社 

NTT ラーニングシステムズ株式会社 

株式会社野村総合研究所 

株式会社朝日新聞社 

株式会社三井住友銀行 

株式会社アイデム 

株式会社ダスキン 

（敬称略・順不同） 
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ⅱ．履修率 

 受講者２０名が３ヶ月間受講し、Ｅラーニングによる補習、履修内容確認の小テスト・レ

ポート、ビジネスプランのグループワークと報告を通じて、最終的に９５％にあたる１９名

が履修を終了しました。最終的に、平成２９（２０１７）年１月に履修証を交付しました。 

 講義、ワークショップを平均して、９４％の出席率となりました。 

受講者からの 5点満点の授業満足度も講義系科目は平均 4.1点と高かったです。 

 

（４）サービス経営論のビデオ教材作成 

 サービス経営学の基本原理を授業するサービス経営論について、前年度に比べて内容の

改訂を行い、全１７回の授業を行い、１５回のビデオ教材を作成しました。特別授業１回を

含めて、全１６回分を作成しました（別紙参照）。 

 

【図 1 サービス経営論 ビデオ教材例】 

 

 

 

 

（５）サービス産業の優良企業経営事例に関する

実務家講演授業実施とその一部についてケース

教材及びビデオ教材の作成 

 日本の先端的なサービス経営の事例を紹介し、

それについて教材化するために、サービス分野で

の代表的な実務家の方々に、サービス産業事例分

析全１６回、そしてツーリズム産業論９回の併せ

て２５回の講演をしていただきました。そのうち

同意を頂いた２２回分のビデオ教材とケース教材の作成を行いました。これらの教材は、本

年度だけではなく、来年度以降の社会人講座でも継続的に使用する予定です。 

図２ サービス産業事例分析 講演

ビデオ例  

ワタベウェディング株式会社 

 



 
 

163 
 

 

 

 

 

（６）Ｅラーニング用ウェブサイトの実証実験。 

 

 社会人受講者の学習支援、履修内容確認のためにＥラーニングサイトを構築し、各種教材

を実装し、その稼働を行い、改善を行う実証実験を受講生２０名と共に行った。支障なく、

開講期間中稼働し、補習支援、履修確認、教務事項告知等で期待した役割を果たしました。 

 

図５ Eラーニングサイト画面 

 

 

（７）受講者に対するＭＢＡキャリアカウンセリング 

 受講者希望者に対して、ＭＢＡ進学によるキャリア・チェンジに関するカウンセリングを

実施し、内２名が進学を希望し、京都大学経営管理大学院サービス価値創造プログラム修士

課程（専門職）の受験を行い、２名が合格しました。 

  

図３ サービス産業事例分析 講演

ビデオ例  

京阪ホールディングス株式会社 

 

 

図４ サービス産業事例分析 ケース

教材例  

株式会社サイバーエージェント 
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資料Ⅰ ２０１６年度各科目の実施内容 

 

１．２０１６年度「サービス経営論」講義の概要 

I. サービスとは何か 

１．サービスとそのマネジメント） 

   サービスとは何かなど 

２．サービスにおける生産性の分析 

   サービスの生産性など 

II. サービス・マーケティングの基本 

３．サービス・マーケティング（１） 

   サービスの特徴など 

４．サービス・マーケティング（２） 

   サービス・ドミナント・ロジックなど 

５．顧客満足度の分析 

   顧客満足度とはなど 

III.顧客の価値を一緒に作る 

６．顧客との共同での経験デザイン 

   顧客経験のデザインなど 

７．サービスのデザイン 

   サービス・デザインなど 

ＩＶ．サービスを生み出す組織のマネジメント 

 ８．サービス組織における人的資源管理 

  サービス・コンピテンシーなど 

 ９．プロデューサーとその役割 

  プロデューサーの役割 

Ｖ．サービスを創造する 

１０．サービスにおける新規事業開発 

   新規事業開発など 

１１．サービスにおけるＩＴ戦略 

   ＩＴによる生産性向上など 

１２．サービスのイノベーション 

   サービスのおもてなしなど 

ＶＩ．代表的サービス産業でのサービス・マネジメント・

モデル 

１３．流通産業でのサービス・マネジメント 

   流通産業の経営課題／ＩＴの活用 
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２．「サービス産業事例分析」講演企業例（２０１４-１６年、３８社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

株式会社サイバーエージェント          

京阪ホールディングス株式会社 

がんこフードサービス株式会社 

ワタベウェディング株式会社 

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 

スカイマーク株式会社  

全日本空輸株式会社（全日空） 

ロイヤルホールディングス株式会社 

イオン株式会社 

株式会社ルネサンス 

株式会社ポピンズ 

オリックス水族館株式会社 

ヤマト運輸株式会社 

株式会社キタムラ 

アビームコンサルティング株式会社 

株式会社アニコム 

VCUBE株式会社  

株式会社リクルートライフスタイル 

柊家旅館 

株式会社ハッピー 

株式会社フランチャイズアドバンテージ 

株式会社スーパーホテル 

キュービーネット株式会社（QBハウス） 

株式会社ワン・ダイニング 

ライフネット生命保険株式会社 

社会医療法人財団 董仙会恵寿総合病院 

公文教育研究会 

株式会社リンクアンドモチベーション 

マクアケ 

ウォンテッドリー株式会社 

愛媛トヨタ自動車株式会社 

株式会社王宮 道頓堀ホテル 

ヨリタ歯科クリニック 

株式会社レック 他 
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３．新規サービスブランド開発ワークショップ・授業概要 

ａ．授業内容 
（１）目的：4 日間でブランドとなる新たなサービス事業の開発行う。 
（２）特色：事業開発手法の講義とチーム実習を中心に、事業開発過程体験。 
（３）チーム実習手法：チームを編成して、新規事業開発を実習。 
（４）ケースメソッド：代表的新規事業開発事例に基づく討議中心 
（５）講師陣による指導：市場性・規模性他のチェック項目等を踏まえた事業計画指導。 
（６）新規事業投資決定の経験：現職ベンチャー・キャピタリストから投資決定評価と指導。 
 
ｂ．スケジュール 
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４．ツーリズム産業論（観光コース選択） 

 

ａ．観光経営学講義（各日３時間ずつ実施） 

回 日付 企業名 実務家名 

１ 
２０１６年 

10月 11 日（火） 

京都大学経営管理大学院  

特定准教授 
前川 佳一 

２ 10月 25 日（火） 
京都大学経営管理大学院  

特定准教授 
前川 佳一 

３ 11月 1日（火） 
京都市産業観光局観光 MICE推進室 

MICE戦略推進担当部長 
三重野 真代 

４ 11月 1日（火） 
公益財団法人京都文化交流コンベンションビューロー 

国際観光コンベンション部 部長 
赤星 周平 

５ 11月 8日（火） 
株式会社 CVCコンサルティング  

公認会計士・税理士 
茨木 純一 

６ 11月 15 日（火） 
株式会社 HMRI  

デジタルストラテジスト 
吉崎 夏来 

７ 11月 22 日（火） 
大阪学院大学経済学部  

教授 
テイラー 雅子 

８ 12月 1日（木） 
東洋大学国際地域学部 

准教授 
矢ケ崎 紀子 

 

b.先端的観光ビジネスモデル講義（ビデオ教材にてＥラーニングで提供） 

 

No. 企業名 講演者名 タイトル 

1 
日本政府観光局

（JNTO) 
理事 小堀守氏 

日本政府観光局(JNTO)―訪日外

客 2000 万人を目指して― 

2 
ハイアット リー

ジェンシー 京都 
総支配人 横山健一郎氏 

ハイアットリージェンシー京都

―インバウンド旅客争奪戦への

対応― 

3 
臨済宗妙心寺派

本山塔頭 春光院 
副住職 川上全龍氏 

妙心寺派春光院の国際化戦略―

観光都市における有名仏教寺院

のとりくみ― 

4 
日本航空株式会

社 

取締役 専務執行役員 藤

田直志氏 

日本航空株式会社―JALが挑む

LCCとの競争― 

5 

KNT-CTホールデ

ィングス株式会

社 

執行役員 加藤真人氏 

KNT-CTホールディングス株式会

社―シナジーとベンチャー精神

で旅行業界を切り開く― 

6 
株式会社オリエ

ンタルランド 

人事本部 人事一部 人事

部部長 横山政司氏 

株式会社オリエンタルランド―

テーマパーク運営会社のこれま

でとこれから― 

7 

岐阜県 商工労働

部 観光交流推進

局 

顧問 古田菜穂子氏 
岐阜県―清流の国「ぎふ」の観

光による地域活性化― 
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8 
株式会社プリン

スホテル 
執行役員 徳永清久氏 

株式会社プリンスホテル―「パ

ーソナル」から始まる MICEビ

ジネス― 

9 
株式会社 JTB 総

合研究所 

代表取締役社長 日比野

健氏 
日本のツーリズム産業 
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資料Ⅱ ２０１６年度開講スケジュール 
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教

授
　

ア
ビ

ー
ム

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

　
執

行
役

員
プ

リ
ン

シ
パ

ル
戦

略
ビ

ジ
ネ

ス
ユ

ニ
ッ

ト
長

経
営

企
画

グ

1

株
式

会
社

ア
ニ

コ
ム

　
代

表
取

締
役

社
長

株
式

会
社

ワ
ン

・
ダ

イ
ニ

ン
グ

 代
表

取
締

役
社

長
水

1
0
：
0
0
-
1
6
：
3
0

3
0

サ
イ

バ
ー

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
（
M

ak
u
ak

e
）
の

講
演

ア
ニ

コ
ム

ケ
ー

ス
＃

２
（
古

我
）

1
2

1
1

水
「
人

的
資

源
管

理
論

」
　

京
都

大
学

経
営

管
理

大
学

院
　

教
授

「
多

角
化

事
例

に
基

づ
い

た
ケ

ー
ス

討
論

」
　

京
都

大
学

経
営

管
理

大
学

院
　

教
授

T
K
P
ガ

ー
デ

ン
シ

テ
ィ

京
都

（
京

都
タ

ワ
ー

２
F
）
山

吹

京
都

大
学

国
際

科
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
棟

５
階

会
議

室
京

都
大

学
総

合
研

究
2
号

館
１

階
　

大
講

義
室

水

1
0
：
0
0
-
1
6
：
3
0

2

キ
ャ

ン
パ

ス
プ

ラ
ザ

京
都

京
都

大
学

経
営

管
理

大
学

院
　

教
授

京
阪

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

株
式

会
社

　
執

行
役

員
　

流
通

業
統

括
責

任
者

大
阪

市
立

大
学

大
学

院
経

営
学

研
究

科
　

教
授

ロ
イ

ヤ
ル

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

株
式

会
社

　
会

長
同

志
社

大
学

商
学

部
商

学
科

　
准

教
授

柊
家

旅
館

　
女

将
株

式
会

社
ハ

ッ
ピ

ー
　

代
表

取
締

役

サ
ー

ビ
ス

産
業

生
産

性
協

議
会

　
課

長
株

式
会

社
キ

タ
ム

ラ
　

代
表

取
締

役
社

長
V

C
U

B
E
株

式
会

社
 営

業
本

部
　

大
阪

営
業

所
長

京
都

大
学

経
営

管
理

大
学

院
　

教
授

ウ
ォ

ン
テ

ッ
ド

リ
ー

株
式

会
社

　
C

E
O
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【資料１－２】 

京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム 

２０１６年度の募集スケジュール、開講式、修了式の報告 

 

２０１７年３月１日 

京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム事務局 若林直樹／佐野具子 

 

１．募集と選考のスケジュール 

 

 以下の日程で募集、選考を行い、３３名の応募を得て、本事業の趣旨とワークショ

ップ収容能力の関係で、２０名を選び、受講許可を行いました。  

 

①説明会：２０１６年７月３０日 

②募集期間：２０１６年７月２０日より８月１９日 

③書類選考：２０１６年８月２６日 

面接・最終選考：２０１６年９月７日 

⑤受講許可通知：２０１６年９月１５日 

⑥受講希望者振込期限：２０１６年９月３０日 

 

なお、第2期（平成28年10月～平成29年1月7日）の受講生は下記企業からの20名で

す。 

京阪ホールディングス株式会社 

株式会社ライフコーポレーション 

株式会社大丸松坂屋百貨店 

株式会社高島屋 

株式会社ジェイアール西日本伊勢丹 

京都ブライトンホテル株式会社 

有限会社御料理 味舌 

株式会社56設計舎 

京阪ホテル＆リゾーツ株式会社 

株式会社富士通システムズ・ウエスト 

イオンモール株式会社 

NTTラーニングシステムズ株式会社 

株式会社野村総合研究所 

朝日新聞社 
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三井住友銀行 

株式会社アイデム 

株式会社ダスキン 

（敬称略） 

 

２．開講式 

 ２０１６年１０月１日（土）午前１０時より、京都大学国際科学イノベーション棟

にて、サービス経営高度化を目的とした、京都大学経営管理大学院による社会人講座

シリーズ「京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム」が開講しました。 本プログラム

は、関西のサービス企業の若手経営人材を対象に、来年1月7日までの約3ヶ月間、サー

ビス経営学とサービスの先端的ビジネスモデルを学び、新しいサービスブランドの新

規事業を企画することを学ぶことを目的としています。 

 はじめに、本プログラム長若林直樹教授の開講の挨拶、オリエンテーションを行い

ました。その後、大阪市立大学教授山田仁一郎氏によるアントレプレナーシップとチ

ームによる起業についてのキックオフ講義があり、起業家の行動についてご説明いた

だきました。後半は、株式会社クールジャパン代表古我知史氏より、起業のアイディ

アをどのように生み出すかについてのレクチャーと実践を行いました。 

 

 
 

受講証授与の様子 株式会社クールジャパン代表 古我知史氏

講義 
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３．修了式 

2017年1月7日（土）京都大学総合研究2号館大演習室にて、「京都大学サービスMBA

入門プログラム」新規サービスブランド開発ワークショップ最終日のチーム発表が行

われました。 

 4回目のワークショップとなる最終日は、4つのチームからのブランドとなる新たな

サービス事業案の発表がありました。 

 審査員にフューチャーベンチャーキャピタル株式会社 代表取締役社長 今庄啓二

氏、株式会社長谷本社 代表取締役社長 長谷拓治郎氏を迎え、3名の講師陣（経営管理

大学院教授若林直樹、株式会社チームクールジャパン代表 古我知史氏、大阪市立大学

教授 山田仁一朗氏、龍谷大学准教授 秋庭太氏）の指導と討論の後、優秀賞2賞が発表

されました。 

 

●今庄賞 チーム「チームおじさん」：新規事業提案「食を通じた人と人の出会い」 

 

●長谷賞 チーム「Bow Ties」：新規事業提案「Dear Cancer」 

 

 また、ワークショップ終了後、京都大学時計台記念館にて、１月7日時点で講義2科

目、ワークショップ1科目の履修を確認した方16名に履修証を授与しました。なお、観
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光系科目の履修者は、観光系科目追加履修の旨を記した履修証を再度授与しました。 

 履修証授与の様子 

 

集合写真 
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【資料２】 

 

京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム事業 ２０１６年度講義系科目の各回展開と

アンケート結果 

２０１７年３月１日 

 

Ⅰ．サービス経営論アンケート（満足度平均 3.７点） 

 

所
属

役
職

講
演

者
名

講
演

題
名

平
均

点
（
5
点

満
点

）

1
1
0
月

5
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

教
授

若
林

　
靖

永
サ

ー
ビ

ス
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

4
.2

2
1
0
月

1
2
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

特
定

助
教

平
本

　
毅

サ
ー

ビ
ス

の
創

造
3
.5

3
1
0
月

1
2
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
が

ん
こ

フ
ー

ド
サ

ー
ビ

ス
株

式
会

社
立

命
館

大
学

取
締

役
副

社
長

客
員

教
授

新
村

　
猛

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

生
産

性
4
.3

4
1
0
月

1
9
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

教
授

原
　

良
憲

サ
ー

ビ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

－
日

本
型

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
・
サ

ー
ビ

ス
を

事
例

と
し

て
－

4
.1

5
1
0
月

2
6
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
サ

ー
ビ

ス
産

業
生

産
性

協
議

会
課

長
湯

浅
　

勝
浩

顧
客

満
足

度
の

分
析

3
.9

6
1
1
月

9
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

教
授

松
井

　
啓

之
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
IT

戦
略

3
.9

7
1
1
月

1
6
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
大

阪
市

立
大

学
大

学
院

経
営

学
研

究
科

教
授

山
田

　
仁

一
郎

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

新
事

業
開

発
：
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
即

興
性

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
4
.1

8
1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
0
:4

0
-
1
2
:0

0
同

志
社

大
学

商
学

部
商

学
科

准
教

授
瓜

生
原

　
葉

子
医

療
・
健

康
産

業
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
 ・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

3
.9

9
1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
6
:0

0
-
1
7
:2

0
株

式
会

社
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

ア
ド

バ
ン

テ
ー

ジ
代

表
取

締
役

田
嶋

　
雅

美
チ

ェ
ー

ン
ス

ト
ア

理
論

の
基

本
課

題
と

現
在

に
展

開
に

つ
い

て
4
.4

1
0

1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

特
定

准
教

授
鈴

木
　

智
子

サ
ー

ビ
ス

・
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

3
.8

1
1

1
2
月

7
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
流

通
科

学
大

学
人

間
社

会
学

部
観

光
学

科
教

授
今

西
　

珠
美

ツ
ー

リ
ズ

ム
産

業
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
経

営
の

特
徴

と
課

題
3
.5

1
2

1
2
月

1
4
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

特
別

教
授

碓
井

　
誠

流
通

小
売

業
の

経
営

課
題

と
IT

活
用

の
広

が
り

4
.0

1
3

1
2
月

2
1
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

特
定

准
教

授
前

川
　

佳
一

お
も

て
な

し
/
サ

ー
ビ

ス
/
製

造
業

3
.8

1
4

1
月

1
1
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

都
大

学
経

営
管

理
大

学
院

教
授

若
林

　
直

樹
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
人

的
資

源
管

理
4
.6

・
湯

浅
氏

講
演

の
、

顧
客

満
足

度
に

つ
い

て
は

、
身

近
な

話
題

が
多

く
わ

か
り

や
す

か
っ

た
。

自
社

を
見

直
す

ヒ
ン

ト
も

あ
り

ま
し

た
。

有
難

う
ご

ざ
い

ま
す

。

日
時

・
原

先
生

へ
の

質
疑

応
答

に
色

々
な

事
例

が
出

て
き

て
非

常
に

良
か

っ
た

。
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Ⅱ．サービス産業事例分析アンケート（満足度平均４.１点） 

 

 

 

所
属

役
職

講
演

者
名

講
演

題
名

平
均

点
（
5
点

満
点

）

1
1
0
月

5
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
ス

カ
イ

マ
ー

ク
株

式
会

社
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
株

式
会

社
代

表
取

締
役

会
長

代
表

取
締

役
佐

山
　

展
生

ス
カ

イ
マ

ー
ク

の
事

業
概

要
と

そ
の

特
徴

－
民

事
再

生
か

ら
の

再
出

発
－

4
.2

2
1
0
月

1
9
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
株

式
会

社
ポ

ピ
ン

ズ
代

表
取

締
役

中
村

　
紀

子
（
仮

題
）
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

と
成

長
の

軌
跡

4
.1

3
1
0
月

2
6
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
京

阪
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
執

行
役

員
 流

通
業

統
括

責
任

者
上

野
 正

哉
流

通
業

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

戦
略

～
現

在
と

今
後

～
4
.0

4
1
1
月

2
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
株

式
会

社
キ

タ
ム

ラ
代

表
取

締
役

社
長

浜
田

 宏
幸

キ
タ

ム
ラ

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

転
換

4
.1

5
1
1
月

2
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
Ｖ

Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ

株
式

会
社

営
業

本
部

　
大

阪
営

業
所

長
船

津
　

宏
樹

V
c
u
be

ビ
ジ

ネ
ス

紹
介

3
.7

6
1
1
月

9
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
株

式
会

社
ハ

チ
バ

ン
常

務
取

締
役

　
執

行
役

員
営

業
本

部
副

本
部

長
ら

ー
め

ん
事

業
部

長
　

海
外

事
業

管
掌

吉
村

 由
則

8
番

ら
ー

め
ん

の
海

外
展

開
3
.9

7
1
1
月

1
6
日

（
水

）
1
9
:4

0
-
2
1
:0

0
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
代

表
取

締
役

会
長

　
Ｃ

Ｅ
Ｏ

菊
地

 唯
夫

ロ
イ

ヤ
ル

グ
ル

ー
プ

の
経

営
戦

略
～

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

産
業

化
～

4
.1

8
1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
3
:0

0
-
1
4
:2

0
柊

家
株

式
会

社
取

締
役

　
女

将
西

村
 明

美
柊

家
の

お
も

て
な

し
精

神
の

背
景

に
は

3
.9

9
1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
4
:3

0
-
1
5
:5

0
株

式
会

社
ハ

ッ
ピ

ー
代

表
取

締
役

社
長

橋
本

 英
夫

サ
ー

ビ
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
4
.1

1
0

1
1
月

2
3
日

（
水

）
1
9
:3

0
-
2
0
:5

0
ア

ビ
ー

ム
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
株

式
会

社
執

行
役

員
宮

丸
　

正
人

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

業
界

と
ア

ビ
ー

ム
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ

の
ご

紹
介

4
.1

1
1

1
1
月

3
0
日

（
水

）
1
8
:0

0
-
1
9
:2

0
ア

ニ
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【資料３】 

 

2016 年度受講者の履修状況と授業アンケート 

 

１．2016 年度の履修状況 

 

 性別 
年齢 

（平均 39.1才） 

講義出席率 WS 
出席率 

MBA 
希望状況 

履

修

 

 

サービス経営論 サービス産業事例分析 

1 男 30 代 85％ 88％ 100% 有り 
 2 男 40 代 85％ 94％ 100% 無 
 3 女 30 代 100％ 100％ 100% 無 
 4 男 40 代 92％ 94％ 100% 有り 
 5 男 40 代 92％ 94％ 100% 無 
 6 男 20 代 85％ 76％ 100% 無 
 7 男 40 代 77％ 82％ 100% 無 
 8 男 40 代 92％ 94％ 100% 無 
 9 男 40 代 100％ 100％ 100% 無 
 10 男 30 代 100％ 100％ 100% 無 発

 11 男 30 代 100％ 100％ 100% 無 発

 12 男 40 代 85％ 88％ 100% 有り 発

 13 女 30 代 92％ 94％ 100% 無 発

 14 男 40 代 92％ 82％ 100% 無 発

 15 男 20 代 92％ 65％ 100% 無 発

 16 男 40 代 92％ 82％ 100% 無 発

 17 男 30 代 92％ 94％ 100% 無 発

 18 男 30 代 85％ 88％ 100% 無 発

 19 男 30 代 100％ 100％ 100% 無 発

 20 男 40 代 92％ 94％ 100% 無 発

 全体 91.5％ 90.45％ 100％ ３人 2

 

※2017 年 1月末現在  
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２．受講者アンケート 

（１）各設問平均 

 

設問 回答結

果 

（ 平

均） 

1. そ

う 思

う 

2. や

や そ

う 思

う 

3.どち

らとも

いえな

い 

4. や

や そ

う 思

わ な

い 

5. そ

う 思

わ な

い 

(1)このプログラムの内容に満足しましたか 

 
1.1 85％ 15％ 0％ 0％ 0％ 

(2)講義の内容は、全般として難しかったです

か 

 

3.2 5％ 30％ 20％ 35％ 10％ 

(3)サービス経営の内容を理解するのに講演者

の人選は適切でしたか 
1.7 40％ 55％ 5％ 0％ 0％ 

(4)プログラムの運営は、スムーズだと感じら

れましたか 
1.6 60％ 25％ 10％ 5％ 0％ 

(5)E ラーニングサイトは、使いやすかったで

すか 

 

3.2 15％ 20％ 10％ 45％ 10％ 

(6)受講料については高いと思いますか 4.8 0％ 0％ 10％ 5％ 85％ 

(7)このプログラムは、「おもてなし」をしてい

ると思いましたか 
1.9 40％ 35％ 25％ 0％ 0％ 

(8)このプログラム期間は、長かったでしたか 

 
4.7 0％ 0％ 5％ 25％ 70％ 

(9)講義の開始時間は、早かったですか 

 
3.8 5％ 15％ 20％ 20％ 40％ 

 
３．アンケート自由回答欄 
 
・大変充実した 3 か月間でした。なんとかほぼ全回講義には参加することができましたが、

新規事業開発 WS の課題にかける時間があまり取れず、もっとじっくり取り組むことがで

きたらなと感じました。毎回講師の方々、若林先生をはじめご指導いただいた先生方、事務

局の皆様本当にありがとうございました。今後の業務に活かしていきたいと思います。 
 
・様々な企業経営者の講義を受講でき、大変勉強になりました。受講後に E ラーニングで
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自分の振り返りができた点も私にとってもとてもよかったです。新規事業のワークショッ

プは想像をはるかにこえる学びがありました。古我先生のお話はもちろん、他業種で働くチ

ームメンバーと議論することも私にとって大変素晴らしい経験になりました。このような

機会をいただき、本当にありがとうございました。 
 
・素晴らしい講師の方々の生の授業を経験でき、このプログラムに参加する前と後でサービ

ス経営に対する見方が大きく変わりました。本当に感謝しております。個人の成果として帰

結させることなく、新しい人材を貴学に派遣できるように取り組んでまいります。有難うご

ざいました。 
 
・期待していた 10 倍以上の満足度でした。事務局の皆様のあたたかいサポートのおかげで

終えることができましたことを心から御礼申し上げます。ぜひ、次年度科目等履修生として

チャレンジしてみたいと思っています。有難うございます。 
 
・通常の仕事（業務）で考えない新たな発想/体験ができ、非常に刺激的なプログラムでし

た。ワークショップの回数/期間をもう少し増やしていただけたらより深くビジネスの検討

ができたと思います。有難うございました。 

 

・サービス産業事例分析など、他の業種の話を聞けたことは特に有益だったと思います。 

 

・自分にとって難しい部分もありましたが、大変勉強になりました。3か月間有難うござい

ました。 

 

・様々な業態の経営の方からの話を聞けたのが、非常に勉強になりました。生の声を比較で

きる機会は貴重です。 

 

・産学の講義を目的に参加したため、ビジネスアイデアのワークに最初戸惑いがあったが、

ワークに取り組む中で、着眼する難しさを体験したり、世の中の動きに幅広く関心をもつよ

うになったことなど、大変貴重な経験となりました。 

 

・様々な業界の方のお話を聞け、勉強になりました。私は、会社からの派遣ですが、仮に自

費だったとしても十分満足できる内容だったと思います。 

 

・社長級の方々の話を（安価で）聞くことができて、大変勉強になった。開始時間はもう少

し遅かったら通いやすと思いました。とてもよいチーム員に恵まれて大変楽しくできまし

た。有難うございました。 
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・講義・グループワークともに、日頃の仕事を離れて知識や興味の幅が広がり、非常に自分

自身の成長につながったように思います。月一土曜日の終日ワークショップは、サービス業

で働くものとしては週末に丸一日仕事を抜けて行くこともあり、できれば平日夜間のほう

が良いように思います。 

 

・終わってしまうとアッという間でした。こういう学びの場がたくさん増えることを期待し

ています。今回は、サービスでしたが、ファイナンスとかマーケティングなど様々な分野で

開催してほしいです。 

 

・１コマあたりの講義時間が短かった分、講義されていた教授・後援者のみなさまの伝えた

いエッセンスが聞けたと思っています。気づきが多く、大変満足です。 

 

・体系立ったサービス経営論と実践者による講演の比率がとてもよく、毎週水曜日が楽しみ

になるほど実のあるプログラム内容だった。（E ラーニングサーバーが安定していれば尚良

しだったが。。）また、古我先生のお話がとても刺激的だったワークショップでは、優秀で前

向きなメンバー皆様に恵まれ、議論を重ねる中で、当初の自分では思いもよらないテーマで

のプレゼンができた。理論×実践×チームワークの３つが絡む、本当に有意義な体験だった。

反省といえば、他班の方々との関わりの機会をもっと作るべきだった。 

 

・３か月間短い期間でしたが、非常に有意義な時間でした。有難うございました。 
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【資料４】 
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【資料５】 
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【資料６】 
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【資料７】 

出版企画書（案） 

京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム 

『サービス経営学入門』 

 
Ａ．概要 
・書名：サービス経営学入門 
・著者：京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム 
・編者：若林直樹、前川佳一、鈴木智子 
・体裁：Ａ５判 上製カバー 横組み、３００頁 
・原稿枚数：各章 １５０００字程度 （注、文献、図表を含む） 
 「まえがき」、「あとがき」は各８００字以内 
 序章は、５０００字内 
・原稿締切 ２０１７年８月末日 
・刊行予定 ２０１８年１月 
・予定部数 １２００部 
・予定価格 ３５００円程度 
・出版元予定：中央経済社 
 
Ｂ．要旨 

 日本経済におけるサービス産業の比重拡大や製造業におけるサービス化の進展に伴って、

サービス領域独自の経営についてのやり方、ノウハウ、コンセプト、そして理論が発展して

きている。本書は、主に社会人、大学生などを対象にして、サービスに関する経営学の基本

的な考え方とその代表的な企業活動について取り上げていく。取り扱う領域は、サービスの

特性、そのマーケティング、サービス・デザイン、組織マネジメント、サービス事業の戦略

とイノベーション、代表的な領域でのサービス経営のあり方である。入門書として、１５程

度のテーマを扱い、かつ、１テーマで基本的なコンセプト３－４つを議論したい。また合わ

せて、コラム的に１－２者の代表的な事例も示したい。 

 

Ｃ．章の構成 （敬称略） 

I. サービスとは何か 

１．サービスとそのマネジメント：若林直樹・原良憲（京都大学） 

   サービスとは何か／サービス・マネジメントの基本課題 

２．サービスの生産性：新村猛（がんこフードサービス株式会社） 

   サービスの生産性／生産性の向上／新しい技術 

II. サービス・マーケティングの基本 
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３．サービス・マーケティング：若林靖永（京都大学） 

   サービス・ドミナント・ロジック／マーケティングの基本要素／顧客との協働 

４．顧客満足度の実践的分析：湯浅勝浩 （サービス産業生産性協議会） 

   顧客満足度とは／その測定と分析／JCSI優良企業の特徴 

III.顧客の価値を一緒に作る 

５．サービス・ブランディング： 鈴木智子（京都大学） 

   ブランド／ブランドアイデンティティ／ブランドコミュニケーション 

６．サービスのデザイン： 山内裕（京都大学）  

   サービス・デザイン／サービスの環境（エコシステム）／プロトタイピング 

ＩＶ．サービスを生み出す組織のマネジメント 

７．サービス組織における人的資源管理  若林直樹（京都大学）   

  サービス・コンピテンシー／動機付け／学習と能力開発 

８．サービスと組織の変革 

  組織変革／変革管理／変革型リーダー 

Ｖ．サービスを創造する 

９．サービスにおける新規事業開発： 山田仁一郎（大阪市立大学） 

   新規事業開発／ビジネスモデルづくり／即興性のマネジメント 

１０．サービスにおけるＩＴ戦略：  松井啓之（京都大学） 

   ＩＴによる生産性向上／戦略的アウトソーシング／クラウド・コンピューティング 

１１．サービスのイノベーション： 前川佳一 （京都大学） 

   サービスのおもてなし／ イノベーション ／サービス VS製造業 

ＶＩ．代表的サービス産業でのサービス・マネジメント・モデル 

１２．流通産業でのサービス・マネジメント：碓井誠（京都大学） 

   流通産業の経営課題／ＩＴの活用 

１３．ツーリズム産業のサービス・マネジメント：今西珠美（流通科学大学） 

   ツーリズム産業の経営課題／ホスピタリティ／グローバル化とアライアンス 

１４．ヘルスケア産業のサービス・マネジメント：瓜生原葉子（同志社大学） 

   プロフェッショナルなサービス／医療や生活の質／サービスの拡大と個別化 
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